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　鴨沂高等学校同窓会の皆さま
には、益々ご健勝のこととお慶
び申し上げます。

　2017（平成29）年11月の総会において、私が同窓会
会長に就任してから早や 2年の歳月が経ちました。こ
の間、同窓会は「新校舎落成記念事業」の実施に努力
を傾けてまいりました。上野民夫元会長の発案により
2014（平成26）年 9月に始まった本事業は、長年にわ
たる募金活動を経て、新校舎が竣工した2018（平成
30）年秋に滞りなく執り行われました。ここに同窓生
の皆さまのご協力と温かいご支援に改めて厚く感謝を
申し上げます。
　記念事業として、2018年10月27日に式典・講演会・
祝賀会を挙行したほか、講堂緞帳の寄贈や国際研修の
助成基金など母校の教育環境の整備事業を行いました。
4期生でもある上村淳之画伯のご厚意により制作いた
だいた原画「四季花鳥図」をもとにした講堂の緞帳は
すばらしい仕上がりで、これから長く文化祭や合唱／
演劇コンクール等で活用され、在校生が多くの思い出
を作ってくれることと思います。
　そのほか、本記念号の発刊や同窓会HPの更新を行
い、同窓会活動のネットワークの拡充にも努めており
ます。

　これまで長くご尽力いただいた松下勇記念事業実行
委員長をはじめとする記念事業実行委員会委員の皆さ
ま、さらに同窓会理事・役員の皆様に厚く御礼申し上
げ、感謝の意を表します。
　また、2018年 4 月には、鴨沂高校ならびに PTAに
も参画いただき、同窓会との三者で新たに「鴨沂高等
学校教育振興基金」を設立しました。
　多くの同窓生から本基金に寄附をいただきました。
誠にありがとうございました。重ねて感謝申し上げま
す。
　現在、鴨沂高校に長く受け継がれてきたスタイン
ウェイピアノの修復を進めております。別紙案内にご
ざいますように、修復されたスタインウェイピアノの
お披露目の記念コンサートを11月 2 日に開催いたしま
すので、是非ご出席賜りたく存じます。
　同窓会は、これからも奨学金給付事業やフランス研
修への助成事業等の支援を充実させていきたく思って
います。皆様と共に、母校の教育活動を支援し、未来
の日本と京都を支える人材の育成を支援していきたく
思います。引き続き、同窓生の皆様のお力添えを賜り
ますようお願い申し上げ、ご挨拶と記念事業の御礼と
いたします。 

2019（令和元）年度
京都府立鴨沂高等学校同窓会 第 9 回総会開催

日　時：2019（令和元）年10月12日（土）　15時30分～　受付
会　場：ウェスティン都ホテル京都　鳳凰の間（東館 4 F）

京都市東山区三条けあげ（TEL 075‒771‒7111）
●くわしくは本誌最終ページをお読みください●

新校舎落成記念事業を終えて
京都府立鴨沂高等学校同窓会　会長　川井　秀一



　 5年の歳月をかけて全国に誇
れる素晴らしい新校舎が完成し
ました。同窓生の皆様方が築い

てこられた歴史と伝統の復活を目指すとともに、新し
い時代に対応した鴨沂高校の改革を一層進める所存で
す。

躍進する鴨沂高校…学校改革の進展
①　問題行動や中途退学・原級留置、いじめのない、
平穏で安心 ･安全な学習環境の確立。
②　 3年連続国公立大学合格10名以上、昨年度の私立
大学合格者総数は平成年間で最多など、進路実績が
飛躍的に向上。
③　全国トップレベルの女子水球、全国大会出場の自
転車競技・ボクシング・少林寺拳法・放送をはじめ、
加入率90％以上の活発な部活動。
④　同窓会の御支援により、本年 3 月フランス国
ジュールゲード国際高校を訪問。今年度も双方向で
訪問を実施するなど、姉妹校提携が充実。

⑤　府立高校最先端のコンピュータ環境を生かした
ICT教育の推進。
⑥　コース別クラス・ 7 時間目授業・土曜授業など
「入ってから伸ばす面倒見の良い学校」。
⑦　京都文化コースの設置など、京都文化の学びを通
して、世界に発信できる人材の育成。

新校舎完成…古き良きものと最新施設
が融合した素晴らしい教育環境

①　可能な限り既存の外観や装飾品を修復・保存し、
旧校舎の意匠を継承した美しい校舎。
②　同窓会の御寄付で、上村淳之画伯の「四季花鳥図」
による緞帳を講堂に設置。また、今秋には、鴨沂復
活のシンボル「スタインウェイピアノ」の修復が完
成予定。
③　全館に最先端の ICT 機器を完備。可動床式室内
温水プールやコンビニを併設した食堂など、新時代
にふさわしい充実した教育施設。

新校舎完成！　鴨沂の教育は新時代へ
京都府立鴨沂高等学校　校長　藤井　　直



1．緞帳の制作と寄贈
　新校舎講堂の緞帳制作は、平成26年 5 月の理事会に
おける記念事業の実施決定を受け、藤井顧問（鴨沂高
校校長）の提案により始まった。その後、上村淳之画
伯（ 4期）に原画を描いていただくことになった。京
都鴨川の四季の花鳥を描いた原画、「四季花鳥図」が
平成30年 8 月に完成。原画をもとに、（株）川島織物セ
ルコンに緞帳の制作を依頼した。平成30年10月に緞帳
が完成し、講堂に取り付け、記念式典において目録を
贈呈した。なお、原画は上村画伯のご厚意によって鴨
沂高等学校に寄贈され、現在、校長室を飾っている。

　以下、緞帳制作の経緯を記す。
平成26年 5 月 理事会にて記念事業を行うことが決定。

藤井顧問より「夕暮（上村松園画）」
での講堂緞帳制作の提案があり、決定。

平成26年 5 月 （株）川島織物セルコンに「夕暮」にて
見積書を依頼。

平成26年夏 常任理事会にて事業計画を確定。
 寄付目標金額が2,000万円に決定。
平成26年秋 記念事業趣意書発送。
平成27年 5 月 緞帳作成について同窓会幹部が「夕暮」

の使用許可を上村淳之氏に要請。その
際、上村画伯ご自身から原画制作のお申
し出があった。（藤井顧問、藤野理事、
佐々木会長、青木理事、広瀬監事）

平成28年12月 土壌汚染により、新校舎の竣工が大幅
に遅れることが判明し、その旨上村画
伯にお知らせする。

平成29年 1 月 安田理事より上村氏へ原画の進捗状況
を確認。

平成29年 5 月 実行委員長交代のため、上村画伯に再
度の依頼。（松下実行委員長、高崎副
実行委員長、安田理事、福田理事、川
島織物清水氏）

平成30年 5 月 原画の進捗伺いのため、上村画伯宅を
訪問。（藤井顧問、川井会長、福田理事、
川島織物清水氏、京都新聞）

平成30年 8 月 原画が完成。（株）川島織物セルコンが
原画を受け取り、工場に搬入。工場に
て、原画を確認。（川井会長、松下実
行委員長、福田理事）

平成30年10月 緞帳が完成し、講堂に取り付け完了。
平成30年10月 式典招待状を持参し、お礼の挨拶のた

め上村画伯宅を訪問。（川井会長、松
下実行委員長、藤井顧問、福田理事）

平成30年10月　記念式典にて、緞帳披露と目録贈呈。
平成30年10月　校長室に原画を設置。

2 ．記念式典、記念講演会、新校舎見学会および
記念祝賀会
⑴　記念式典、記念講演会、および新校舎見学会
日　　時：平成30年10月27日（土）　13時30分～17時
参 加 者：式典248人、講演会260人、見学会約500人
会　　場：鴨沂高等学校講堂
スタッフ： 南　　寛（25期）、安田行秀（22期）、福田

智子（34期）各部会長以下理事全員

式　　典（13：30～）
司　　会：谷口明日香（15期）
オープニング演奏：鴨沂高等学校　吹奏楽部
主催者挨拶：鴨沂高等学校同窓会会長
　　　　　　川井秀一（19期）
来賓代表挨拶：京都府教育庁教育次長　小橋秀生 様
来賓・主催者紹介：以下のとおり
　来　賓）京都府教育委員会教育長（代理）小橋秀生 様
　　　　　鴨沂高校 PTA会長　松永ゆかり 様
　　　　　春日学区代表　水嶌順二 様
　　　　　鴨沂高等学校長　藤井　直 様
　主催者）同窓会長　川井秀一
　　　　　理事長　前田次世
　　　　　記念事業実行委員長　松下　勇
祝電披露：河原一郎 様
　　　　　（府一高女第 4代　河原一郎校長の曾孫）
記念品贈呈：緞帳、講堂椅子
緞帳披露：
なお、緞帳原画制作者上村淳之氏（ 4期）への感謝
状贈呈はご欠席のため後日実施。
記念事業等報告：同窓会理事長　前田次世
謝　　辞：鴨沂高等学校長　藤井　直
お礼の言葉：鴨沂高等学校生徒会長　北村龍章

記念講演会（14：30～）
司　　会：谷口明日香
講　　師： 苧阪直行 氏（17期）日本学士院会員、京

都大学名誉教授
　　　　　テーマ「意識を紡ぐワーキングメモリ」
　　　　　　（要旨は13・14ページに掲載）

新校舎落成記念事業について
新校舎落成記念事業　実行委員会　副委員長　髙﨑　　肇



新校舎見学会（15：30～）
見学要領：高山康彦教諭（35期）より説明と注意
誘導担当スタッフで最初の見学場所まで誘導、後は
各グループ見学順路に従って自由見学。
①教室棟、②駐輪場、③旧行啓記念館、④食堂（休
憩可）、⑤マルチメディアセンター、⑥体育施設等・
温水プール

⑵　記念祝賀会
日　　時：平成30年10月27日（土）
　　　　　午後18時30分～21時
会　　場：ウェスティン都ホテル　瑞穂の間
参 加 者：250名
司　　会：岩崎裕美（22期）
弔　　意： 川井秀一同窓会長から上野民夫元同窓会長

への弔意
開会挨拶：松下　勇（ 8期）実行委員長
余　　興：京小町踊り子隊
乾　　杯：髙﨑　肇（12期）副実行委員長
歓　　談：旧校舎スライドを観ながら和気藹々
余　　興：ミュージシャン・西川リクオ（35期）
校歌斉唱：小林哲夫（ 5期）理事指揮の下に全員合唱
閉会挨拶：川井秀一同窓会長

3．その他の寄附事業
⑴　講堂パイプ椅子の寄贈
　定時制同窓会と共同し、講堂のパイプ椅子（800脚分）
を寄附。

⑵　国際交流支援基金
　国際教育の支援事業として、フランスの高校等との
交流支援のための基金を設置し、約250万円を積立。

⑶ 　教育振興基金（スタインウェイピアノの修復、楽
器の購入）への寄附。
　鴨沂高校、鴨沂高校 PTA、ならびに同窓会との三
者で設置した「鴨沂高等学校教育振興基金」に100万
円を寄附。

4 ．同窓会報記念号の編集刊行、動画記録の制作、
HP改訂等
⑴　同窓会HP改訂
　2010年に立ち上げたホームページの内容を充実させ
るため、新校舎落成記念事業の一環として改訂。
　トップページの構成、レイアウトが主な変更点。新
校舎落成記念事業を撮影した動画をアップし、式典、
講演会、施設見学会、祝賀会の様子を見ることができ
る。

⑵　新校舎落成記念事業の動画記録、DVD作成
　東京で映像プロダクション経
営の吉川浄氏（22期）のご尽力
により、式典、講演会、施設見
学会、祝賀会の様子を動画に記
録。その動画を編集し、テロッ
プを付けて DVD を作成。HP
で閲覧可。

⑶　新校舎落成記念同窓会報の発刊

5．記念品の製作
　新旧校舎の写真を掲載したポストカード三葉を記念
品として製作。お礼状を添えて記念事業寄附者に郵送。
　さらに、新校舎の写真を掲載した2019年カレンダー
を製作し、記念式典と祝賀会の招待者および参加者、
その他、在校生に配布。

6 ．スタインウェイピアノ修復完成記念コンサー
トの開催
　PTA、高校との三者の共同事業として、以下の記
念コンサートを開催。
「府一高女時代から引き継がれてきたスタインウェ
イピアノ修復完成記念コンサート」（無料）
日　時：令和元年11月 2 日（土）　13：30～16：00
場　所：鴨沂高等学校講堂
出演者： 竹田理琴乃（クラシックピアニスト）
　　　　鴨沂高校吹奏楽部、鴨沂高校合唱部



旧 校 舎 紹 介 画 像

九条家ゆかりの正門（寺町通り） 本館棟正面を望む

文化クラブBOX群 地下道（校舎から北運動場へ）

屋内プール（1933年～2014年まで81年間稼働） 銀座通り（職員室前から教室棟を望む）



新 旧 校 舎 対 比 画 像 1

「鳴りひびく鐘のしらべに」スクールソングの歌詞にある鐘
（新体育館と食堂の間に設置されていた）

校歌の鐘は暖炉の上に所蔵の日本人形と共に展示
（本館棟 2階）

地下道出入口（北運動場側） 体育施設棟荒神口通側玄関
（地下道北運動場側出入口のアーチと柱の意匠を引き継ぐ）

憩いの場ウィーンの森 正門入って直ぐ北側（多目的コート南側）に樹木の一部を移植



新 旧 校 舎 対 比 画 像 2

クラブBOX（左）、和室・茶室（中央）及び教室棟
（理科室 = 1 階生物、 2階化学、 3階物理）

行啓記念館（館内に九条家ゆかりの和室と茶室を復元）

北運動場体育系クラブBOX群（右端は屋内プール） 体育施設棟 2階の丸形窓（旧体育館小窓の意匠を引き継ぐ）
からグラウンド西側を望む

図書館内閲覧室（現在は食堂に改装） 図書閲覧室（マルチメディアセンター内）



新 旧 校 舎 対 比 画 像 3

HR教室 HR教室（ICT 環境完備）

本館棟木製階段
（女学校時代のからの昇降のため階段の角が丸くなっている）

本館棟木製階段
（擦り減った階段板を裏返して再利用）

修復前のスタインウェイピアノ（講堂出入口） 講堂出入口
（修復後のスタインウェイピアノは講堂内へ設置）



新 旧 校 舎 対 比 画 像 4

上村松園作「夕暮」のレプリカ（玄関北側壁面に設置） 面談スペース南側壁面に上村松園作「夕暮」のレプリカを設置

九条家ゆかりの茶室外観（修復前） 九条家ゆかりの和室・茶室外観（修復後、旧行啓記念館内）

和室内装（修復前） 和室内装（修復後、旧行啓記念館内）



新 校 舎 紹 介 画 像

アリーナ（体育施設棟 2階バルコニーより望む） コンビニエンスストアヤマザキYショップOHKI
（旧図書館棟 1階）

食堂イートインスペース（旧図書館棟 1階） 地下駐輪場（教室棟地階）

旧銀座通り（進路指導室前から体育施設棟を望む） 上村淳之氏作「講堂緞帳の原画」（校長室内に展示）



高橋　京都市美術館リニューアル準備室ゼネラルマネージャー
の高橋と申します。

　　　この度は鴨沂高校講堂の緞帳のために原画をご寄贈いた
だき誠にありがとうございます。

　　　先ほど、鴨沂高校の校長室に行って拝見してきました。
上村先生（以下敬称略）　あれはもともと、あげると言うとっ
たからね。鴨沂で楽しい日々を過ごさせてもらったお礼や
ね。

高橋　先生は御所南のご実家から御所を通って通われておられ
たのですか。

上村　そうなんやけど、表向きは下宿を借りてそこから通って
いるということにしていたね。

　　　じつは僕は入学の時は鴨沂学区外やったのですよ。合格
発表を見に行ったら名前がないので、

　　　学校に聞いたら朱雀高校に入学ということになっていた。
そこで鴨沂でどうしてもラグビーをやりたいとラグビー仲
間 3人で鴨沂の教務部長に掛け合ったら、しょうがないな
と入れてくれた。当時は新制高校になったばかりで融通が
きいたんかな。高校時代はラグビー三昧やったね。ただ当
時女学校の生徒さんがおられて、日中はグラウンドが使え
なかったので、早朝とか夕方の遅くに練習していた。京大
の先輩がコーチをしてくれてから京大のグラウンドでも練
習するようになって強くなった。僕らのだいぶ後輩になる
けれど、全国大会に出場したこともある。

高橋　鴨沂のグラウンドは藤原道長が建てた法
ほう

成
じょう

寺
じ

の跡地にな
りますね。

上村　グラウンドとは別に寺町通りの御所の間に細長い空き地
があってそこでも練習していた。当時からその場所を「鰻
の寝床」というてた。通学で苦労したのは、 3年になって
からやね。奈良の平城から通っていた。

高橋　「唳
れい

禽
きん

荘
そう

」から通っておられたのですか？
上村　祖母の松園が亡くなって 1年ほど空き家になっていたん
やけど、誰か住んでいないと家が傷むということで、僕が
住むことになった。住んでみると自然に恵まれた環境で、
何より野鳥がいっぱいた。

　　　早朝まだ暗いうちに野鳥に餌をやって、それから近鉄電
車にのって学校に通てたから大変やった。

高橋　その頃から鳥たちに魅かれるようになられたのですね。
その中でも特に鴫

しぎ

がお好きだと言っておられますね。
上村　日本で最初に鴫の飼育に成功したのは、僕なんですよ。
鴫は飼えない鳥だと言われていたけれど、なんとかうまく
いった。

　　　上野動物園に鴫が入ったというので、しばらくして見に
いったらもう死んでいた。餌が間違っていたんやね。鶯

うぐいす

と
かいろいろの野鳥を繁殖するのにも成功して庭にいっぱい
いるね。

高橋　平城の自然環境がよいのと、鳥のお世話を適切にされて
おられるということですね。

上村　きれいな水と餌の野菜を十分にやるということやけど、
最近は野菜と一緒に青汁三昧も使っている。

　　　そしたらそれがよく効いて、鳥たちがすごく長生きに
なった。それで分かったことやけど、メスの鳥が年を取っ
てくるとオスの羽に代わっていく。今まではそんな年にな
るまで、飼えなかった。

高橋　餌が潤沢にあれば渡り鳥であっても渡りはしないとも
仰っておられますが、実際そうなのですか。

上村　うちでは渡り鳥も繁殖していて、そのまま居着いてどこ
に渡るということもない。動物園より飼育技術は上かもし
れんね。奈良市の方から飼育のお手伝いをしましょうかと
聞いてきたけど、断った。鳥がいてくれて、始めて絵の仕
事ができるんやからね。

高橋　そろそろ絵のお話に入ろうと思いますが、高校の頃から
絵の道へ進もうと決めておられたのですか？

上村　実は祖母も父親も絵の世界に入ることはあまり勧めてい
なかった。戦後間もなくで日本がどうなるか全く分からん
かったからね。

　　　しかし祖母松園の日本画に取り組んでいる姿を見ていて
絵の世界に漠然と憧れを持っていたので、大学に進学する
のであれば京都美大に行こうと思っていた。

　　　 1年目は建築科を受験して失敗したので、 2年目はやは
り日本画を目指すことにした。先生に東京の美大予備校で
勉強したらよいと言われたので、東京の青山に下宿した。
東京は焼け野原になっていたけど、明治神宮の近くでは辛
うじてお屋敷が残っていた。ある日突然美人の訪問を受け
て何ごとかと思ったら、映画の撮影が始まった。後で分かっ
たのですが、その美人は大女優の原節子さんやった。年末
に下宿を引き払って、お正月にはまた奈良にもどった。そ
の年の試験で京都市立美術大学に合格した。

高橋　その時は、お父様は特に何も仰らなかったですか。
上村　合格してしもたら、こっちのもんやからね。日本画コー
スで言われたのは、目にしたものをすぐに絵にしたらいか
んということやった。

　　　胸の中で熟成させてそれを表現していくこということや
ね。 2回生の時に人体デッサンの授業があって裸婦像を描
くんやけれど、どうも違和感を感じてしまってそれからは
人物像を描くのがあまり好きではなくなった。

高橋　先生の画集を見させていただきましたが、人物画は少な
いですね。やはり四季花鳥図が特に素晴らしいです。

上村淳之先生にお話をお聞きしました。
インタビュアー　京都市美術館リニューアル準備室　ゼネラルマネージャー　高橋　信也（22期）



上村　四季花鳥図は、花と鳥の四季の移り変わりが一枚の絵の
中に埋め込まれている。西洋の絵画にはない発想やね。

高橋　現代美術を観てきた者にとっても、空間と時間の変化を
意図的に編集して埋め込まれているというところがよく
解って、非常に現代的だと思われます。リアルなものだけ
ではなく、パースでは描けない幻想的な部分も時空をゆが
めて表現されているところは、今の外国人が見ても面白が
ると思います。

上村　英国のコンフォート殿下に買い上げられた若い時の松園
が描いた「四季美人図」という絵があるけれど、それも女
の一生を四季になぞらえるという西洋の理屈には合わない
特異な発想やった。

高橋　西洋の演劇は天井が高くて縦に延びているのですが、日
本の歌舞伎の舞台は横に延びているという日本の伝統とし
てあるのですが、そのようなところをきっちりと押さえら
れて、なおかつその中に虚構と現実をない交ぜに表現され
ておられるのが素晴らしいと感じました。

上村　虚構の中に生きているということはええなあ。
高橋　先生がアトリエで制作されておられる写真が画集の中に
あるのですが、描く対象に挑みかかるような姿勢を観させ
ていただくと、現代美術の制作現場と少しの違いもありま
せん。先生は日本画に現代性を取り入れていこうと意識さ
れておられるのでしょうか。

上村　いや、それはないです。全くの自然体で描いている。現
代性を取り入れようというような考えはない。

　　　今度リニューアルされる京都市美術館には、現代美術の
常設展示室ができるそうやけど、潮江館長に僕は現代に生
きてるんやから、その場所で展覧会をさせてくれと言うた
らどうすると聞いてみたんや。そしたら企画展として考え
させてもらいますと言うていたけど、本当にやったらえら
いことになるがな。潮江館長にちょっと冗談を言うただけ
なんやけどね。

高橋　いや実は失礼を承知で申し上げますが、新しい美術館の
中に30坪ほどの実験的なことをやる工房のようなアトリエ
ができるのですが、そこに大きな鳥籠を作って、その中に
上村先生に籠っていただき、花鳥画の制作過程を若い人に
見てもらえるような展覧会ができないかとさえ考えました。

上村　京都水族館が新しくできた時に、水面を見上げるような

大水槽があって、これから水面を上に見るように描いた絵
がでてくるかなと思っていたら、その通りになった。水面
を上から見て描くと失敗するけれど、下からの目線で描く
とうまくいく。

　　　ガラス張りの鳥小屋を考えたこともあったけれど、鳥が
外に出ようとしてガラスに当たってしまうのでダメやった。

高橋　日本の現代美術の世界では、村上隆という東京芸大の日
本画科出身のアーティストが活躍していることからもわか
るように、少なからず日本画の影響を受けています。日本
の絵画のオリジナリティーは何かと問われた時に、先生が
仰っておられるように異なる時空を編集して、一つの画面
に修めていくといった技法ではないかと言われています。
海外の人々からは、そのような技法のもとに大和絵の技法
にも通じていると見えるようです。

　　　極端な言い方ですが、日本のアニメやコミックですら、
その虚構を作りあげていく技法の流れに中にあるのではな
いでしょうか。

　　　海外の美術評論家は、アニメ・コミックが日本ではサブ
カルチャーと言って二次的な扱いを受けていることが訝し
いとまで言っています。

上村　僕は日本人がアニメの得意なのは当たり前やと前から
言っていたね。イメージの世界を具現化するのがうまいと
いうのは日本人の特質やからね。

高橋　日本画のオリジナリティーと現代性を、もっと世界にア
ピールしていきたいと思っています。

上村　文化庁が京都に来るから、もっとそういう機運を盛り上
げていくべきやね。

高橋　2020年 3 月に京都市美術館がリニューアルオープンしま
す。1,200平米の展示空間に、アートのみならず、写真、
建築、デザイン、ファッション、アニメ、コミックなどが
展示される新たな館ができる予定です。

上村　そこに日本の現代の美術のすべての状況が集約される訳
やね。

高橋　完成が近づいてきましたら、ご相談にお伺いしますので
アドバイスをいただければありがたいです。

　　　本日は大変興味深いお話を長時間に渡りお聞かせいただ
き、誠にありがとうございました。

鴨沂高校
3階　講堂　緞帳
「四季花鳥図」

梅、桜、松、月を背景に
ルリビタキ、セキレイ、
シギ、カワラヒワ、ジョ
ウビタキ、チドリなどの
鳥が配されている。



はじめに
　記憶は意識を紡ぐ働きをもつ。記憶からの情報の想起は英語
で remember というが、ここには何かを思い出す、つまり部分
（member）を元に戻す（re-member）という建設的なプロセ
スが暗示されている。部分を紡いで、現在の記憶という布にそ
の全体を織り込むのである。ラテン語のメモリア（記憶）には、
記憶に加えて、想像するという意味が含まれているという。こ
こには、後ろ（過去）に戻ったり前（未来）に進んだりして、
想像を働かせながら意識を紡ぐという意味が込められている。

記憶を時間で分類する
　記憶には長い記憶と短い記憶の 2種類がある。長い記憶（長
期記憶）とは、小学校時代の記憶が生涯思い出せるように、そ
こに入った情報は失われることはなく、容量に限界もない記憶
をいう。小学校の記憶はエピソード記憶と呼ばれる。その他、
意味記憶（例：言葉の意味など）や手続き記憶（例：自転車の
運転）などの長期記憶もある。一方、短い記憶（短期記憶）は、
不安定な存在で、長期記憶にしっかりと保持できるかどうかが
わからない一時的な記憶であり、記憶できる容量には厳しい制
約がある。ワーキングメモリ（作業記憶）がその典型で、ここ
では情報の保持の働きに情報の操作の働きを含めて、現在の記
憶を創り上げる心の働きが含まれる。このような意味で、ワー
キングメモリは、意識の内容を絶えず更新しながら、現在を創
るダイナミックで能動的な記憶であるといえる。
　記憶は言葉に限らない。古代ギリシャの詩人シモニデスは、
地震で突然宴会場が崩れ落ちて、多くの参加者がなくなったが、
全員が宴会場のどの場所にいたかを記憶していたため、ほどな
く、全員の身元を確認することができたといわれる。シモニデ
スは空間的な記憶を担う特別な記憶術（ニューモニックス）を
持っていたと思われ、場所を手掛かりにした記憶の達人といわ
れる。それ以降、場所に関連付けて事象を記憶する術を、ニュー
モニックスと呼んでいる。これは、ギリシャ神話に現われる、
記憶の女神ムネモシュネの名前に由来しているという。
　このように、空間や言葉を媒介とした、記憶は意識を紡ぐ機
織り機の役割を果たしているように思われる。例えば、道を歩
いている時、一瞬自分がどこにいるのかわからなくなる場合、
これは自身で記憶を紡ぐことができないケースともいえる。ア
ルツハイマー症では、このようなことが生じるといわれるが、
これは現在の記憶と近い過去を結ぶことができないために起こ
る。レーガン大統領は、任期が終わって 6年後に、ある講演会
でのスピーチの後、ホテルに帰って、自分が今どこにいるのか、
さっぱりわからない、という経験をしたということだが、これ
も、今この瞬間に生きていて過去や未来との接続がない、つま
り過去と未来を紡げないケースだといえよう。高齢者の経験を
綴ったサラリーマン川柳に、「ペンと紙、探している間に句を
忘れ」というのがあるが、これも瞬間を紡ぐことができないケー
スであるが、こちらは誰が経験する物忘れである。このような
タイプの物忘れや行為のし忘れは短期のアクティブな記憶を担
うワーキングメモリの一時的な機能不全によることが最近の記
憶の研究でわかってきた。

ワーキングメモリとは
　意識を現在、過去と未来を結ぶ時間の流れの中で考えると、
現在の意識の先端にある予期は、まだ来ぬ近未来とつながり、
消え去る直前の意識は、近い過去の想起とつながっている。今
この現在の瞬間を生きているということは、短い時間の窓を介
して記憶が現在を紡いでいることになる。そして、両者をなめ
らかに接着するのが短い記憶としてのワーキングメモリだと考
えられる。ワーキングメモリは、現在という短い時間の窓に現
われる、目標の達成を目指すアクティブな短期的記憶で、情報
の保持と処理の二重の働きにより情報をまとめる。注意はワー
キングメモリの、保持と処理を担う重要な役割を果たす。注意
によって、情報を抑制し、更新し、変更し、さらにプランニン
グによって段取りをつけることで「現在の生きた適応的意識」
を生みだすのである。空間性ワーキングメモリはマトリックス
テストで言語性ワーキングメモリはリーディングスパンテスト
やリスニングスパンテストで測定することができる。
　ワーキングメモリもデフォルトメモリと同様の、コンピュー
タのメモリの概念から生まれた。1970年代に誕生したマイコン
ピュータは当時、ランダムアクセスメモリと呼ばれた記憶素子
が高価なため、少しの記憶容量しか実装できなかった。そこで、
処理の流れを分割し、途中の計算結果を一時的にコンピュータ
のメモリに移して、空いたメモリを次の処理に利用するといっ
た有効利用をした。これが、作業のための記憶という意味でワー
キングメモリと呼ばれ、人間の能動的な記憶にも適用されるよ
うになったのである。ワーキングメモリの特徴は、目的のある
作業を注意を集中して、段取りを考えながら効率的に問題を解
決する脳の働きと密接にかかわる意味で認知脳ともいえる。こ
こでは、目的に向けての意図がともなうのが普通である。一方、
最近の認知脳科学で見いだされたデフォルトメモリは、ワーキ
ングメモリが働いていないときに活性化を見せ、ワーキングメ
モリが働きはじめると不活性となる反相関の関係にある。デ
フォルトメモリは、一般的には作業を行っていない休息状態で
活性化し、意図を伴わない想像などのマインドワンダリングが
見られる空想脳の働きを担うらしい。ちなみに、目覚めている
人間の一日で、仕事脳が働いている時間は約70%、一方、休ん
で想像している空想脳が働くのはおよそ30%とされる。

意識をつむぐワーキングメモリ
京都大学　名誉教授　苧

お

阪
さか

　直
なお

行
ゆき

（17期）



デフォルト脳の活動─何もしていない時、脳は活動してい
るか？
　さて、デフォルトとは、コンピュータ用語でいう初期状態を
さて人間の脳は、コンピュータと異なり、仕事をしていない休
み時間には何もしない初期状態にあるとは考えにくい。何らか
の脳活動があると考えるのが普通である。心理学では、記憶課
題を課されない実験の間の休み時間には、何もしていないと想
定されていたが、実際はそうではないことが脳の活動を観察す
ることでわかってきた。何もしない脳の状態の定義をめぐって、
見いだされたのがデフォルトメモリの脳活動である。

2 つの脳のネットワーク
　すでに見てきたようにここでは、問題を解決して目標を達成
するワーキングメモリは仕事脳、他者の心を想像するデフォル
トメモリは空想脳と名付けてみたい。実際には、ワーキングメ
モリネットワークあるいはデフォルトモードネットワークと呼
ぶそれぞれの、広域の脳内ネットワークがそれらの役割を果た
している。前者は現実の成果が要請され、後者はアイドリング
あるいは休憩時の自由な想像がその実態であり、仕事と休み時
間がバランスよくつながっており、両者のシーソーのような平
衡状態にあると考えられている。その意味で、現在の意識を織
る縦糸はワーキングメモリ（仕事脳）であり横糸はデフォルト
メモリ（空想脳）と考えることができる。もう少し、空想脳と
仕事脳をついて具体的にみてみたい。

空想脳とは
　空想脳は脳の空き時間に働き、豊かな社会性を与える。ソク
ラテスは、自己自身を知れといい、アリストテレスは人間は社
会的動物だと述べたが、この自己と社会を結ぶのが空想脳であ
る。自己を知る脳や他者を理解する脳のネットワークは、前頭
葉の内側面で注意の維持とかかわる頭頂葉のネットワークと協
調して空想脳ネットワークをつくっている。今日の情報社会で
はうつ、自閉症スペクトラム、引きこもり、依存症などさまざ
まな社会不適応が生じ、健全な社会性が失われつつあるが、そ
の回復にも空想脳の仕組みの研究が必要とされている。

仕事脳とは
　ワーキングメモリにある情報は、すでに述べたように、短期
的に活性化され、必要に応じて利用され、その後内容は消去さ
れる。活性化できる情報のアイテム数は 3から 4であり、厳し
い容量制約がある。情報を自由に書き込み、消去できる心の黒
板は容量が小さく、 3つか 4つしか収まらないので、新たな情
報を加えるにはすでにある情報を消去せねばならない。無理に
加えようとすると情報のオーバーフローが起こり物忘れが生じ
る。情報の操作は実行系と呼ばれる認知的制御のシステムが担
い、これがワーキングメモリの中核となっている。ワーキング

メモリは、デフォルトメモリが内側面であるのに対して、前頭
葉の外側面で注意の維持とかかわる頭頂葉のネットワークと協
調して仕事脳ネットワークをつくっている。

物忘れ
　ワーキングメモリは、一時的な記憶によってわれわれの近い
過去、現在と近い未来をむすぶ役割をもつことで、結果として、
継ぎ目のない連続した時間の意識の流れを生みだす。忘れ物を
取りに 2階へ上がったのに、何を取りに来たのかを忘れたよう
な場合、近未来との接続が失われ、継ぎ目がなくなるので、現
在と近未来を結ぶ橋が見つからなくなった状態だと考えられる。
例として、忘れものを取りに 2階に上がったのに何を取りにか
を忘れて呆然としているケースがある。近い過去を想起しなが
ら、もう一度階下に戻ってみると、テーブルの上に新聞が置い
てあって、それを読むために眼鏡を取りに 2階に上がってきた
ことを思いだす。
　物忘れは、何か別のことを考えていたために、注意の配分に
一時的に障害が起こり、ワーキングメモリにオーバーフローが
生じたために起こる。すでに見たように、ワーキングメモリの
心の黒板は小さく新たな情報を一つ入れるには、すでにある情
報を一つ消去する必要がある。消去が不完全だと、物忘れや行
為のし忘れが起こるのである。従って、前頭葉の働きが弱くなっ
てきた高齢者に起こりやすい。

乳児期での空想脳の芽生え
　最後に、空想脳という社会的働きをもつ脳が誕生する様子を
スケッチしてみたい。他者の心を想像できる（心の理論と呼ば
れる）かどうかは、社会の成員として生きてゆく上で重要な心
の機能である。現在、空想脳がどのように形成されるかに注目
が集まっている。生誕後にまず、ハンドリガード（ 2カ月）と
呼ばれる、自分の手を眼前で動かして見る行動が芽生える。自
身の身体保持感と運動主体感を手と目で確認することを学ぶと
共に、自己と外界、そして他者を分離する働きがあると認めら
れる。次に、自己鏡像が自分であると正しく認知されるかどう
かという時期（ 2歳まで）が訪れ、さらに、自己意識情動（ 3
－ 4歳）と呼ばれる、はずかしさ、つまり、羞恥心を感じる対
象が、他者の目に映る自己であることに気づく時期が続く。こ
れは、自己と他者には境界があることを知る契機となる。およ
そ 5歳に達すると、他者の心の想像ができるようになり、他者
が自分とは異なる信念をもつ存在であることに気づくようにな
る。この気づきには、空想脳の働きに加えて、仕事脳のワーキ
ングメモリの実行系のはたらきが欠かせないこともわかってき
た。つまり、自己と他者のあいまいな境界にさまよっていた幼
児が、空想の働きにより自他の心の違いに気づきはじめるので
あり、自己と他者の意識が形成され始めるのである。

まとめ
　現在の意識はワーキングメモリ（仕事脳）とデフォルトメモ
リ（空想脳）で紡がれる。
　仕事脳と空想脳は脳の前頭葉がその中心領域となる。
　空想脳・仕事脳は相補的に働き、自己と他者をつなぐ社会適
応力を生む。
　自己や他者の意識は仕事脳と空想脳の相互作用によって生ま
れ、その芽生えは乳児期にある。
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高額の寄附をいただいた方々（22名 ─ うち 3名は氏名掲載を希望されず）

　同窓会の皆様の多大なるご支援により、2019年 3 月31日締めで寄附総額は21,692,939円となり募金目標を達成
することができました。
　誠にありがとうございます。おかげさまで緞帳の寄贈をはじめすべて新校舎落成記念事業を達成することがで
きました。
　通常の寄附の受付は継続しておりますので、今後とも同窓会活動にご支援のほどよろしくお願い申し上げます。

番号 氏　　　名 番号 氏　　名 番号 氏　　名 番号 氏　　名
000006 第11期鴨沂三三会 031804 野村　満子 080938 福島　俊平 110116 黒本　平一
000012 京都府立鴨沂高等学校同窓会関東支部 050239 谷口　安平 081239 松下　　勇 120705 猪倉　　靖
000018 第14期鴨沂高校同窓会一同 060205 上田　紀代 081320 黒川　令三 190426 中村　光信
000028 13期同窓会一同 080143 堀口　元生 091106 上羽　邦夫 391029 福崎　　諭
000033 第21期同窓会一同 080507 上野　民夫 101211 日置　正子

新校舎落成記念事業へのご寄附の御礼

［ 1期］
010120 中野　和子
010123 谷　　徹哉
010133 南　　絹子
010214 木村　　要
010237 藤末　　慶
010239 三宮　　隆
010244 山田　一夫
010308 二宮喜久子
010310 島村　安子
010314 北林　修治
010328 長井　　宏
010347 和田　秀俊
010413 川上剛太郎
010504 石原　道弘
010531 新美　達郎
010622 田中　郁三
010624 窪田　和子
010633 春本　謙一
010702 白石みち子
010709 大野　友資
010710 藤本　俊子
010715 日下　昌平
010737 藤田　　清
010804 稲井　新郎
010822 瀬尾　博三
010844 村山　智一
010845 志賀　良子
010901 飯野昭司（物故）
010902 藤本　輝子
010924 西本　君子
010933 津田ゆかり
010936 平野　　穣
010944 南　みさ子

［ 2期］
020103 金井　文子
020105 牛田　弘子
020112 川出　　弘
020221 篠宮　義和
020222 末包　光太
020229 永田　幹人
020240 松村　　保
020245 村瀬　博子
020248 武石富佐子
020304 薄木　滋堂
020312 齋藤ヒロ子
020322 小川　道子
020340 尾田　　翠

020408 井丸良夫（物故）
020426 田口　元朗
020436 中居　篤也
020521 佐々　良明
020528 鈴木智恵子
020619 山下　房子
020632 遠山　　明
020640 細井　賢治
020642 西林　洋子
020648 亘　　信夫
020701 青木　　誠
020804 岩島　昭夫
020806 大久保　峻
020810 金高　伸義
020817 日下　千鶴
020819 鈴木　　尚
020821 武居　三郎
020828 栗原　美里
020845 矢田部三郎
020907 圓城　正男
020920 荘林　久男
020929 中村　寅信
021010 大槻　　彰
021020 小西　靖彦
021040 亀谷真佐子
021107 尾崎　泰雄
021138 山本　一雄
021217 嶋本　　譲

［ 3期］
030103 加藤恵美子
030113 加藤　幸治
030122 安田　正恵
030130 山下　梛子
030139 藤井　正子
030150 上野美佐子
030204 坂下　怜子
030214 木村　磐根
030229 八田　　守
030233 角田　玉手
030239 三井　　勇
030241 水口　千里
030242 村山　秀郎
030244 森見　眞次
030246 吉村　　智
030311 浅井　幾子
030319 小林　嘉雄
030326 櫻田　　洋
030340 田辺　幸子

030416 山本　栄子
030417 金沢　　宏
030426 馬場　貞子
030442 宮川　良男
030447 横山　修一
030513 熊野　　糸
030523 豊原　成彦
030529 西村　竹三
030533 濱　　吉郎
030537 福村　信義
030602 天野　城二
030615 川口　則子
030619 伊藤　京子
030625 古下　由子
030632 仲谷　　喬
030642 佐野　康夫
030643 樋口　寿子
030646 山手　博子
030702 松村　英世
030704 安藤　又雄
030715 森中　容子
030719 松田須美子
030723 竹中　清蔵
030725 谷口　良雄
030730 松岡　啓子
030741 鈴江　璋子
030743 林　とし子
030746 安田　和夫
030808 小笹　太郎
030809 岩佐　氏昭
030813 木村　隆次
030814 金井塚彫子
030820 塩川　昭三
030821 宮野　茂子
030831 前田　康子
030837 谷口　　淑
030840 松浦　晋平
030846 山田　知子
030847 田中　容子
030907 向井　久子
030917 高野　文雄
030918 平谷　知子
030939 月見里裕子
030943 広間　博子
030945 池田あきら
031015 小池　恒範
031017 里　乙史朗
031018 田路　幸子
031021 竹内　　聚

031025 中村　治方
031041 松村　直行
031043 山田　菊恵
031106 櫻木　純子
031109 橋本　禮子
031118 駒井　清次
031131 酒木　洋子
031133 門田　綾子
031134 高橋　洋子
031138 松岡佳永子
031143 前野　了信
031145 太田　久恵
031147 吉田　重雄
031212 河合豊二雄
031224 河邨　末子
031228 立田　信介
031229 村岡　洋子
031247 清澤とも子
031303 一井　　稔
031313 清水　郁子
031325 鈴木　能孝
031336 野村　總一
031342 向井　正一
031405 服部　善子
031443 松元喜代子
031514 皆藤るみ子
031522 舘谷　喜一
031530 竹内　順子
031532 大川真知乃
031545 横田弘之助
031549 岡本　艾子
031601 高尾　晴子
031611 太田　達男
031624 佐々木郁雄
031630 田村　照彦
031703 宮地　保子
031707 中嶋美智子
031719 谷口　泰義
031723 豊田　周三
031725 根尾　敬次
031726 野田　晴美
031727 岡本　　妙
031734 根尾　道子
031813 伊藤ゆり子
031817 北尾　幸一
031822 山口　明子
031828 吉田　晴子
031833 西村　考七
031837 牧野　国男

［ 4期］
040111 奥村　一成
040112 梶谷　祥衛
040123 戸崎　寿子
040124 西　千代子
040128 永濱　淳子
040131 家辺三枝子
040141 福井　幾雄
040213 林　　信子
040228 梶島　節子
040232 三谷　　順
040235 藤野　英雄
040239 松井　　学
040244 橋本　和夫
040304 岡崎　守男
040325 橋本　直樹
040328 春本　　功
040333 藤野　隆一
040335 松尾千賀子
040403 向井　節子
040425 津田　　宏
040440 堀井　　聰
040441 本庄万里子
040442 森脇　拓子
040446 森　　　實
040504 稲垣　洋吉
040506 大手　桂二
040517 山添　睦代
040518 木村　昭夫
040521 黒川　慶一
040533 福田　　健
040620 中西　義明
040632 藤林　修一
040635 松本　正志
040645 吉川喜久子
040719 田辺　照雄
040739 森本　久江
040752 山根　秀夫
040808 高谷　町江
040814 杉山　苹太
040815 鈴木　孜（物故）
040818 高木　正儀
040834 西村　昇二
040850 渡辺　新也
040913 平山　信子
040920 酒井　敏明
040936 芳村　洋子
041004 藤井登志子
041012 常田　桂子

041014 貴志　達人
041020 山本　直枝
041035 中村　準一
041047 高月　宏子
041127 島田千恵子
041132 常田　弘之
041134 中川　　望
041202 丸山　泰子
041218 島内　忠治
041232 藤澤　研一
041302 松井美智子
041315 北川　栄一
041323 武田志津子
041343 吉岡　健治
041415 誉田　　巌
041424 髙地登司雄
041427 三宅　富子
041433 中林　房敏

［ 5期］
050114 梶　　　宏
050121 小杉　直輝
050126 椙村　達也
050131 辻　　義重
050133 中村　　元
050137 西　　憲三
050139 多田智恵子
050140 藤本　典子
050145 三宅　一夫
050214 加門　　隆
050222 工藤　隆志
050233 長岡　利子
050234 神中　信輔
050237 山本　啓造
050240 竹村　義弘
050242 野口真知子
050248 平山千鶴子
050249 森田　貞子
050303 田中　彰彦
050316 木下　　将
050323 古川　良子
050326 西川　康二
050336 松尾　隆昭
050337 松村　正喜
050403 阿部　輝子
050408 阪部　寿子
050414 絹川　　定
050417 小林　哲夫
050418 内海　定子

050431 鶴田　　勲
050444 光田　恭子
050510 前川　恵子
050517 北村栄美子
050519 久保　　裕
050521 栗原　啓一
050538 森田　　徳
050541 福井　　敏
050549 仲村　明子
050602 萩田　明子
050614 北尾　三郎
050617 細　　郁子
050626 田中　良亮
050638 彦惣　公男
050639 津田　孝代
050644 内川　雪子
050645 松山　静子
050650 吉田　安直
050704 池永　哲也
050707 入江　布廸
050709 谷田　輝子
050716 勝浦　正子
050724 田中寿美子
050725 板倉　光世
050743 植田　淑子
050744 西村　房子
050745 松田てる美
050812 岩田　善次
050816 大山　　恵
050819 土肥　淳子
050825 白澤　宏子
050826 竹田　幸男
050833 名和　正郎
050834 西尾　兊代
050836 野々村吉郎
050837 間　大二郎
050844 島津　洋子
050903 中谷千恵子
050905 市田　良一
050909 得能みや子
050910 渡辺　恭子
050912 後藤　孝司
050916 櫻井　充三
050919 鈴鹿　泰通
050921 瀬川　　伸
050922 谷口佳都子
050925 田尻　正夫
050932 土田紀美子
051009 川本　尚男

　番　号　　　氏　名 　番　号　　　氏　名 　番　号　　　氏　名 　番　号　　　氏　名 　番　号　　　氏　名 　番　号　　　氏　名 　番　号　　　氏　名



051018 松村　敦子
051036 細野　義郎
051039 森田　　実
051040 和田　慶子
051103 田中　清子
051104 石川　弘子
051105 三増　昭子
051111 柿阪　正夫
051113 加藤　　明
051117 栗原　寿雄
051120 水谷　陽子
051122 杉本　寛一
051131 徳光陽之助
051132 永澤　正幸
051137 保々美智子
051138 畑中　　茂
051140 松木　亮三
051141 竹村　清子
051143 三木二三子
051147 大野　広子
051149 藪本　光雄
051203 浅見　佳子
051217 鬼頭　賢次
051226 伊藤　照子
051235 村上　誠子
051236 寺町　治枝
051238 西尾　　厚
051324 谷　嘉寿男
051337 岡野　孝子
051342 鈴木やす子
051346 山田　員代
051412 小杉　恵子
051418 楠本とし子
051423 浅尾　高子
051434 幡山　正之
051437 吉岡　冏子
051446 伊東　礼子

［ 6期］
060103 井山　勝元
060134 平峰　　毅
060138 穂積　　晋
060149 矢野　清一
060228 西口　義展
060238 布留　容一
060244 松井　和子
060248 吉本　邦晴
060311 六反田日南枝
060313 岩指　怜子
060328 伊藤　治子
060337 永田　照子
060343 蓑内　　潔
060417 時山　慶子
060418 草生　知治
060428 田口　二朗
060430 小関　馨子
060431 若菜　綮子
060447 渡邉　潤子
060507 中西　孝子
060525 坂田　敏夫
060531 十司　富夫
060552 若林　正造
060607 袖岡　　実
060627 蜂須賀辰雄
060634 増田　博生
060640 山田　博三
060644 横山　叡子
060714 角野　宏達
060716 川合　　弘
060727 白井　弘一
060731 坪井　　清
060805 岩﨑　　衛
060813 桧垣あけみ
060831 高橋　亨明

060907 井上　修三
060909 上田　廣由
060918 北畠　信子
060919 金綱　璋子
060938 松居　孝子
060943 村井　　茂
061006 伊藤　隆治
061020 落合　正和
061021 楫谷　洋子
061033 松村眞佐子
061107 薮下富美子
061112 加舎　史郎
061120 島田　武俊
061121 林　外久子
061123 小野　成子
061124 杉江みち子
061202 桐木美恵子
061208 落合加代子
061226 佐伯　静子
061228 小泉　悦代
061235 牧　陽二郎
061237 松尾源一郎
061240 上野　英子
061241 水谷　万美
061317 河原田眞砂子
061330 谷口　良子
061331 壇上　貞子
061338 梅影　愛子

［ 7期］
070104 上田　善昭
070113 亀田　壹功
070118 小山　修夫
070120 西山多嘉子
070124 湯原　愛子
070125 四手井源吾
070127 杉山　京介
070128 高木　良成
070142 富増惠一郎
070144 長谷川眞二
070146 熊野　和子
070207 大賀　　允
070227 中川　龍晃
070230 西村　剋美
070238 船越千恵子
070239 上田　依子
070243 桝中　　律
070247 森本　幹雄
070333 土田　　智
070342 陌間　千香
070348 三浦　敏夫
070353 山本　泰男
070408 西川　準一
070409 安藤　孝子
070434 寺岡　心子
070438 白子　俊子
070447 村田　俊明
070507 鈴木　洋子
070512 大前　正治
070516 大角　泰子
070518 柿阪　又治
070519 片岡　行雄
070523 橘高　　叡
070528 田口　みち
070529 中西恵美子
070530 遠藤　尚子
070546 元生　康夫
070602 澤瀉　吉子
070611 熊本　昭男
070617 志岐　正靖
070622 高木　弘毅
070624 田村　卓朗
070630 永沢　信毅
070636 伊達　紀子

070637 藤田　　宗
070647 横田　俊男
070702 秋田　絢子
070704 今岡　公榮
070709 加藤　保弥
070712 木村　孟淳
070717 鈴木　利章
070721 多賀谷泰雄
070731 阿部　真弓
070736 藤森　弘次
070741 山本　　進
070802 加茂　映子
070803 上柳　広高
070804 太田　政男
070818 白波瀬　博
070826 田邉　康雄
070829 坂本　倫子
070831 長尾　正志
070835 西尾　義典
070838 野村　精一
070841 東嶋　　功
070849 山口　光弘
070850 山田　栄一
070852 渡辺　孝雄
070906 市川　忠男
070908 伊藤　亮三
070910 今井　　章
070915 笠原　晋一
070918 木村　　哲
070923 小池　聖児
070927 佐竹　　修
070929 杉江　孝夫
070933 中川聰七郎
070941 藤田　純作
070943 松島　慈児
070945 安威　　徹
070947 山内　　悟
070949 和田精一郎
071007 豊嶋　恵美
071009 石丸　豊子
071011 片山　勝達
071018 立石　弘子
071032 菅　　ヨシ
071042 牧田　道雄
071101 髙田みよ子
071103 伊藤　　巌
071146 八橋　　實
071202 安藤　和彦
071206 茨木　晋也
071207 上田　　稔
071211 桂田　重春
071218 山本　初春
071226 高木　正暢
071227 室　　幸子
071229 柴田　一子
071236 橋本　利男
071237 西別府葉子
071239 清水　禧子
071303 伊藤　輝夫
071306 辻　　隆子
071310 山﨑千壽子
071312 落合　康雄
071315 奥山　博子
071332 鳥居　靖司
071336 宇佐美雅子
071341 古川　雅雄
071345 竹田　雅人
071347 武内　初美
071350 大澤　靜子

［ 8期］
080109 衛湖原郁夫
080111 岡井　　満
080120 斉藤　英三

080129 竹中賀津己
080131 谷戸　健一
080133 中島　信夫
080134 竹見　康子
080140 三谷喜美子
080201 中澤　良子
080232 関川　佳生
080234 藤田　　洋
080237 中川　紳介
080243 堀井　治美
080244 山本　政子
080308 上田　純三
080310 大西　　脩
080320 西島　明子
080323 鈴鹿　武彦
080337 谷戸　恵子
080342 別所　敬之
080346 本　　政信
080437 日比　守彦
080349 山本　茂樹
080412 鎌形　一夫
080416 梅野　幸枝
080426 泉　　淳子
080429 飯田　吉平
080436 原　　敏郎
080439 一井　安子
080504 塚本　光子
080506 猪熊　兼勝
080533 土岐　康夫
080543 村山　　敦
080608 木村　益雄
080617 芝田　研爾
080618 齋藤　　政
080620 杉谷　禎治
080638 真下　芳夫
080644 山口　基継
080645 橋本百合子
080647 松浪　清子
080705 上堀　靖男
080707 大西　良子
080708 加藤　類子
080712 小山　信一
080722 杉山　　昭
080723 髙石　秀雄
080726 土田　元明
080728 中野　隆雄
080732 矢島　和子
080734 藤田　泰弘
080739 松本　瑛也
080741 宮川　昌幸
080802 内山　延彦
080805 大里　章幸
080806 太田　雅己
080812 角田　輝子
080815 高橋ゆきえ
080817 初田　法子
080818 斉田信一郎
080827 田中　貞明
080833 木村　正子
080835 野村芙美子
080839 中島　敏子
080903 有馬　　稔
080915 房岡　矩子
080917 河瀬　昌清
080918 揖谷　　勝
080920 小林　優子
080929 板谷　勝子
080935 林　　　学
080937 福島　　玄
080939 藤井正之助
080949 家森　幸男
081007 石川　絹恵
081013 堀籠　和子
081018 久野　広子

081032 中島　貞子
081035 渡辺　晴善
081038 松本　明夫
081044 山中　忠男
081047 宮﨑千恵子
081112 山田　春江
081130 中山　　明
081135 池田　啓子
081138 広瀬　和子
081201 清水　義子
081211 上野　祐嗣
081218 西尾　泰子
081219 志賀　敬二
081225 関　　久子
081227 津山　京子
081243 岩木　節子
081310 山岡由利子
081316 野村　絹代
081318 有本よし子
081323 小川　雅子
081332 村上カツヱ
081335 西村　　康
081338 林　ミネ子
081341 藤井　行雄
081342 山田喜代子
081346 宮川　友一

［ 9期］
090102 森本　陽子
090108 西出　英子
090123 鈴木　俊一
090125 間　南都子
090126 伊達　正幸
090127 田中　　和
090131 奈島　正倫
090134 林　　英雄
090139 神山美佐子
090146 大久保孝子
090208 大竹　三雄
090210 河井　義勝
090212 小林　治子
090214 小林　俊一
090221 井上摩耶子
090237 馬場　常好
090241 藤本　正男
090304 山田　和子
090309 尾崎　隆雄
090315 楠瀬　　桂
090319 上阪　賢二
090325 仙石　　晋
090337 石村　敦子
090341 梅村　吉恵
090401 赤野　嘉孝
090406 今井　達夫
090409 宇都宮　茂
090411 奥井　英夫
090417 木羽　孝子
090426 亀村　峰子
090431 橋爪　範子
090432 馬場　知子
090436 冨田　正通
090440 野間富美子
090506 瀬川　睦子
090507 小西　昭子
090511 内山　義彦
090517 木下　栄造
090518 木村　　智
090522 越田　　熟
090529 高島　徳行
090535 岡澤ひろ子
090537 伊藤　博子
090604 梅本　　進
090616 佐野　光成
090631 中川　洋一

090632 中村　　勇
090704 一井　　毅
090727 高橋　莞子
090734 長束　皓司
090735 角田　敏子
090737 中村　揚子
090744 馬野　喜夫
090801 池田　眞吾
090803 清水　和子
090806 崎山美智子
090808 松浦　敏子
090821 田井　　清
090837 新谷　知子
090901 浅野　史朗
090903 古田香代子
090906 三添　矩子
090910 奥村　　敬
090912 松岡　和子
090913 西田　洋子
090920 泉田　敦子
090923 浜田美代子
090926 西向　秀禮
090928 野邑　忠弘
090935 志賀美智子
090939 大峰　敏子
091003 築地　綾子
091011 小野　武男
091013 川上　朝子
091015 清原　治道
091033 前田　昭平
091038 椎原　道子
091039 内貴栄美子
091108 佐野　弘子
091112 小川　　晋
091115 川手　邦彦
091123 宍道創二郎
091132 奥野　豊子
091145 矢部　雅子
091201 朝尾　郁雄
091209 垂井　淑子
091221 三田村久美子
091225 井上芙沙子
091229 村瀬　勝子
091233 保住あや子
091238 平井　常夫
091244 小泉　綺子

［10期］
100115 北村　春生
100116 楠原　昭顕
100130 中野　圀幸
100131 西尾　　齋
100134 荒木　泰子
100140 本田　建夫
100144 栗原紀世子
100201 相田　俊夫
100218 佐々木憲子
100219 佐藤　哲也
100222 瀬戸　達雄
100233 西川　嘉武
100237 樋田　紀代
100238 藤村隆三郎
100242 宮崎　俊一
100303 飯沼　武男
100309 相田　裕子
100310 落田　敏治
100314 西村　照子
100315 小西　逞夫
100316 小林　　隆
100322 高井　文恵
100323 田中　瑛子
100325 田原寅之助
100326 田村　祥三
100329 中井靖太郎

100403 石原　　潤
100408 藤田　佳子
100412 木下　　舜
100413 北村　憲彦
100414 阿部　郁子
100430 西村　教光
100441 南田　文祥
100442 粟辻多恵子
100445 山本　晃生
100520 重田　和子
100522 谷岡　勇昇
100525 宮村　明子
100537 福本　和正
100543 村上　晶子
100601 斎藤玖美子
100606 岩崎　健滋
100620 野口　俊子
100637 安井　信衛
100638 竹中りん子
100646 北山　寛己
100707 内山　　正
100711 加納　重雄
100715 久武　かよ
100719 佐藤　　坦
100725 井上　静子
100728 土肥　亮介
100730 長沢　義一
100731 西村　眞幸
100732 西山　　孝
100736 八尾　章子
100738 松田　和雄
100801 秋田　興造
100807 稲垣　隆史
100815 大喜多紀代子
100819 辻　紀美子
100820 室　　稔子
100823 後藤　佳子
100824 竹下　勝子
100825 小邨　利一
100828 中村　博子
100831 竹原　孝次
100832 坪井　敏子
100836 井上永美子
100906 中村美枝子
100907 大西　邦雄
100909 三村　親曲
100921 久保川信之
100922 佐伯　寛子
100930 千葉　修也
100934 西川　武久
100937 佐野　紀宏
100942 古栃　　弘
100943 山田英津子
101003 乾　　　浩
101011 上野生美子
101017 柳　　國子
101032 辻　　昭光
101033 畠山　君枝
101051 山本　祥治
101102 池田　寿雄
101104 井上　新一
101107 宇野　武男
101108 大江二三雄
101109 岡田谷勝久
101112 小塩　弘子
101132 牧野　綾子
101135 徳永　佳弘
101137 中大路政子
101149 森田　　昱
101239 粟田　正子
101248 岡本　京子
101252 森山　雅代
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［11期］
110103 荒木　敏弘
110104 石塚　　稔
110108 南雲トヨ子
110111 狩野　雅史
110113 山田　　薫
110119 山下　洋子
110127 谷口　全平
110131 西尾　敏男
110133 初田　光穂
110134 林　　凌公
110137 日野　芳文
110140 古原　英男
110142 鈎　　聖吾
110201 浅居　良輝
110205 山本　和子
110206 片山美和子
110210 岡本　　晃
110214 小林　幸雄
110217 加藤　元子
110224 鶴田　　猛
110225 戸川　隆博
110239 松本　康宏
110243 安田　祐三
110244 山下　道子
110248 米田　㐂造
110305 江口　正紀
110309 高橋　洋子
110328 殿村　一男
110329 佐野　廣子
110335 小野寺貴子
110337 深尾　年樹
110340 藤田　陽三
110343 川上　圭子
110405 池田　雅彦
110408 梅香家　鎭
110410 岡部　　新
110412 神門善三郎
110415 増尾　　史
110420 廣瀬　晴子
110439 松原　　武
110508 大堀　晏敬
110515 里園　　健
110518 下川　正斉
110523 田茂井正明
110527 寺田　孝子
110528 西裏　　正
110543 山本　　宏
110604 河野　敦子
110605 江川清一郎
110610 国枝　晃二
110616 山下　敬子
110627 西村　頼男
110639 大渓　光恵
110640 松本　與一
110647 吉川　　浩
110714 岸根　宏明
110728 中田　　理
110746 山本　拓宏
110803 小豆島敏夫
110813 梅本　才三
110805 則武美佐子
110845 宮脇　　亘
110910 海原　　本
110912 長田孝太郎
110922 坂　美智子
111024 清水　関二
111037 竹内紀代子
111123 北口　文子
111139 長谷川康正
111149 小西　昭代
111212 小山　幸代
111232 中嶋　泰子

［12期］
120104 植村　文昭
120114 木村　早苗
120117 中川　貞子
120122 田村　房子
120125 高安　文哉
120127 出浦陽一郎
120128 中川　浩二
120140 水野　武夫
120144 山崎　　眞
120201 佐立　昌武
120202 木村　保子
120204 今村成一郎
120210 小田　守政
120215 小西　大史
120221 友杉茉莉子
120227 安岡恵津子
120245 池田　義和
120303 五十嵐　修
120323 高月　　紘
120325 松田　敬子
120328 蜂谷　英樹
120335 森田　祥太
120338 山下　茂昭
120404 今井　勝也
120406 大石　敏雄
120407 上田　裕久
120410 貴宝院善博
120413 小林　恭一
120414 澤村　佳宏
120417 髙﨑　　肇
120426 野中　靖弘
120429 西木　幸子
120430 森山　雅代
120431 福田　雅弘
120432 荒木　洋子
120436 森山　雅代
120440 山本　　功
120445 沖野冨美子
120504 清水　晴美
120508 大谷　正一
120509 奥田　　敞
120534 金井　秀子
120602 今西　　満
120608 大鉢　　忠
120617 野原タミ子
120622 竹田　雅人
120623 西本　貞子
120625 門　津多枝
120628 奈良本英佑
120629 久田　洋二
120636 松岡　　正
120637 松比良伸也
120646 和田　正大
120715 桑原　　宏
120720 原　　　肇
120723 杉本　　定
120724 松比良節子
120725 竹内　和也
120728 小林　幸子
120730 野口　武彦
120733 横矢　絹子
120739 吉田　昭子
120742 見島　正人
120745 吉田左千雄
120810 松岡　佳子
120814 門　　嘉明
120823 佐伯　昭宏
120826 髙島　靖弘
120832 田畑　磐臣
120836 阿部　花枝
120839 安岡　英爾
120902 岩槻　秀雄
120907 桝本　宏子

120918 辻　　昌代
120923 角田　俊彦
120939 村田　和子
120944 日髙　史緒
120948 渡邉　敏盛
121004 太田　　勇
121017 森口　栄子
121020 杉田　桂子
121028 斉藤　邦江
121031 新井　節子
121036 平池　惠一
121047 大石多賀子
121107 岡﨑　　博
121110 高安　陽子
121112 萩原さち子
121113 木村　　進
121118 岸根美智子
121120 佐々木吉孝
121130 島田　正子
121133 辻井　淳子
121134 兼松　　毅
121139 中西　昭子
121141 平井　　博
121144 田所　和子
121147 村井　俊雄
121148 新家　文子
121211 中根司保子
121215 市川　弘子
121223 澤田　良忠
121238 中島　昌子
121242 山村　房子
121306 岡田登美子
121330 中村　　博
121331 池垣紗惠子
121334 根岸光一郎
121336 桧木ケイ子
121350 木村由美子

［13期］
130107 今田　博也
130110 江藤　英賢
130111 川島　康之
130114 大塚　福子
130117 佐野　守彦
130118 佐竹　昭弘
130119 澤居千恵子
130124 西村　秀子
130132 原田　　卓
130139 細井　照夫
130141 高柳　弓子
130146 大塚　福子
130205 太田　一朗
130210 須賀千恵子
130212 金井　信孝
130224 清水　英男
130226 田中嘉一郎
130236 福井　良一
130306 石倉　弘勝
130314 梶原　健午
130316 河村　寛司
130328 谷口　正和
130346 藤井　郁子
130409 木瀬　　洋
130413 久萬田澄子
130415 重野　正剛
130417 島　　聰司
130420 仙石　　貢
130431 宮崎　保子
130435 小林　登代
130444 横山　貞之
130447 吉川　美幸
130502 浅木　俊昭
130504 野田　洋子
130506 上部千賀子

130526 田和　茂樹
130527 塚谷　　博
130528 大久保郁子
130539 松本　敏昭
130602 井ノ上裕夫
130604 今井　康之
130609 小川　欽也
130615 杉本　順子
130616 土江田曜子
130638 淵上　勝之
130701 原島　頌子
130710 大槻　喜一
130731 辻川　　昭
130734 中村　寿紀
130735 中家　啓之
130738 小糸　広美
130742 松村　忠史
130802 秋野　矩之
130805 真下　窕子
130808 喜多野苑子
130814 河谷　周介
130819 木下　武彦
130821 久合田　博
130823 柴田　　裕
130901 尼川健次郎
130907 臼井　健三
130917 斎藤浩次郎
130919 松本多紀子
130939 高橋　健雄
131001 河合　富子
131008 太田　和子
131011 井ノ上牧子
131017 山本　孝子
131019 関野　正美
131020 園井　弘一
131030 西村　洵子
131032 松田　裕子
131039 村田　正彦
131040 森田　忠男
131043 鈎　　武子
131103 中里　　勝
131109 坂田　敏子
131112 中松　昌子
131123 竹村　豊美
131144 吉岡百合子
131206 井上　雅代
131216 市川　　薫
131220 福田　幸子
131227 谷口　良信
131229 田端　正孝
131306 大西　鉄也
131309 小野　忠男
131316 平石　靖子
131320 白男川玉枝
131321 安田　紀子
131327 堤　　一政
131330 福田　洋子
131331 林　ツタ子
131333 多賀　　功
131334 細井　　勝
131340 水谷　義祐
131343 山崎　　優

［14期］
140115 木村　達郎
140124 棚橋美代子
140141 森川　　暁
140142 森田　恒次
140204 五十崎　学
140205 物部　昌弘
140207 奥村　一孜
140214 黒本　邦夫
140220 重野　　彰
140222 門　　成子

140226 中島　準二
140227 鈴木　昌子
140235 堀江　恒雄
140236 前川　正伸
140240 丸谷　冷史
140241 塚野恵美子
140314 園井　和子
140324 本橋之乎路
140326 黒河　待子
140327 中村　冬子
140409 大住　　晃
140410 石田須巳子
140428 田原　良一
140445 山本　早苗
140514 奥村美佐子
140521 末松　哲夫
140524 竹内　次也
140526 田村　　滋
140527 富野　廣之
140541 松村　眞治
140542 本山　　安
140611 岡本　紀男
140629 中村　公男
140634 浜本　　喬
140804 井上　　滉
140826 渡辺　倫子
140830 樋口　和子
140844 山下三千子
140909 木村　　正
141019 河合　誠治
141021 北村　忠男
141030 佐野　仁子
141037 福田　喜穂
141116 川崎　　猛
141124 岡田　和美
141215 草郷　　忠
141237 森口　紗代

［15期］
150111 尾崎　　崇
150112 金澤　　守
150113 北村　安定
150117 小宮　雅信
150146 西川　淳子
150204 山田多恵子
150216 河合　孝俊
150224 武井　睦夫
150230 西村　武生
150231 丸谷　優子
150245 吉川　博美
150303 池内　勝司
150308 井上彦二郎
150320 高橋　英毅
150327 下野　光子
150331 仲瀬　素市
150336 伊佐　光江
150339 大野加代子
150341 山崎　京子
150346 山田　　武
150409 加藤　滋雄
150417 榑谷　浩宜
150423 西尾　英子
150430 中西　孝子
150435 原田　　猛
150501 青谷　秀人
150507 今西　雅子
150509 上杉　三洋
150511 石井登志子
150515 赤木喜久子
150516 林　　孝子
150517 片岡　祥子
150521 谷口明日香
150535 武田　将裕
150542 山田　弘治

150605 由良　　徹
150610 大槻　　亮
150613 大前　　誠
150620 佐野　　正
150621 吉田　桂子
150622 相馬　順子
150628 永平利喜雄
150635 青山千鶴子
150643 山本　智規
150715 足立　晴彦
150717 芝原　央充
150721 杉立　　繁
150723 高橋　一海
150735 松村　裕子
150819 鈴木　温子
150821 佐伯　和子
150831 福井　吉夫
150834 船冨　　武
150836 増島　正宏
150902 新井　　武
150906 井上　安彦
150915 浅川　久子
150928 中川　成彦
150931 大崎トミ子
150935 福田　康弘
151008 上田　　喬
151019 小枝　良子
151023 杉本　義和
151024 今岡　貞子
151028 長島　　透
151030 福富　泰子
151042 山本　　明
151103 石本　　武
151108 榎並　忠男
151113 九ノ里稲枝
151124 水口悠美子
151127 西村　久子
151129 西村　新造
151141 山本　祐司
151207 都築トシ江
151208 原田　夏枝
151219 松田　正治
151237 藤井　早苗
151241 八木美智代
151242 黒木　恒子
151311 川部　誠一
151324 津田　　実
151329 檀野　綾子

［16期］
160106 上原　春男
160118 奥村　洋子
160122 斉藤　暢生
160128 鶴岡　　隆
160136 安達　明生
160138 本田　暢夫
160142 松下　文彦
160144 下川　慶子
160201 北山　康子
160218 栗林　　昭
160220 桑原　　明
160222 小山　哲雄
160286 落合　邦子
160303 美馬　茂一
160309 平尾志津子
160314 河合　和成
160318 関原　健夫
160324 七島　建志
160327 中島　義高
160329 村宮真佐子
160335 古市　康昭
160336 古川　　浩
160405 伊藤　靖忠
160421 藤田　美子

160427 尾関　夢子
160431 上野　幸子
160504 有山　昌男
160519 駒村　利之
160520 山村きぬ子
160529 加藤　　都
160612 大槻　康裕
160625 小森　　稔
160628 浦地　瑞穂
160630 久保田玲子
160636 寺岡　心光
160648 雨宮　玲子
160710 岡野　佳郎
160729 野口　健一
160808 岩間　邦男
160811 尾崎　　理
160816 川久保由司
160817 河田　悌一
160819 佐川　公也
160836 仁張　暢男
160839 弓削　早苗
160913 今村　昭子
160916 古賀　満子
160933 瀬戸　君代
161006 岩﨑　要子
161017 阪後　武史
161039 湯山　泰次
161042 吉本　　勇
161101 高石　勝美
161114 小寺　正三
161206 岩永留美子
161207 米岡加代子
161213 河合　俊和
161217 平居　弘子
161226 阪本　勝美
161239 桂　　厚子
161302 伊藤　光子
161308 野口　栄子
161314 太田美智代
161324 平本　天龍
161329 斎藤　富子

［17期］
170116 駒井　綾子
170117 三浦　重美
170126 髙元紀久子
170131 竹内　洋子
170139 三浦　　勉
170141 村田　　裕
170143 森　　真二
170201 麻田　俊次
170206 井上　　淳
170214 久保光太郎
170229 橋本　　昇
170231 平野　英明
170234 松尾　則夫
170239 三ツ橋一実
170303 安藤美栄子
170304 大江　正彦
170306 加納　　隆
170315 小畠　興子
170322 東郷　　健
170332 服部　利之
170339 松岡　朝一
170411 倉橋　良和
170418 鈴鹿　正和
170422 巽　　信吾
170423 竹内　正敏
170425 高岡　博史
170441 林　　弘子
170503 矢井田晴美
170506 臼井　郁司
170509 小椋たみ子
170516 森　　節子
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170531 林　　茂寛
170533 村井小夜子
170539 古川　　博
170543 森川久美子
170546 大槻由紀子
170605 山崎　純子
170606 千代　愛子
170615 柴田　和夫
170626 平井　俊春
170636 中尾　重美
170640 持田　一郎
170645 吉田　武夫
170714 河野　春樹
170722 小宮　博和
170725 角南　正樹
170727 岡井　憲子
170732 小堀　恭子
170738 中野多嘉子
170801 市川　悦子
170804 大槻　雅子
170806 大前　満之
170808 荒川　雅子
170810 小野　　進
170817 近藤　勝重
170821 竹中　桂子
170827 野村　明子
170831 平石　謙治
170837 満久　敏明
170839 松浦　英次
170841 御牧　房江
170842 村井　一優
170847 和田　裕助
170901 青木　美博
170904 浅野　達雄
170906 石倉　一憲
170912 宇野　　進
170918 久保　　豊
170920 近藤　勝直
170926 遠藤　允子
170928 竹中　　章
170931 まりもまりえ
170942 山岡　亮平
171024 経田　泰巳
171048 建部　た美
171112 小野　恭子
171116 鞍谷　秀郎
171129 西井眞智子
171134 津田　朋子
171137 岡　はつ子
171226 千田　克己
171232 廣田喜代三
171236 俣野　真一
171244 馬場　晴美
171316 国友　貞夫
171317 倉貫　好弘
171322 高井　正憲
171329 原　　美鈴
171332 田村嘉代子

［18期］
180102 石倉　弘英
180116 岡野　敬子
180118 北奥耕一郎
180120 木戸　直治
180128 塩田　憲作
180132 竹原　昌男
180136 栗田やよい
180146 山田　康雄
180194 岩田　修一
180205 奥間早登子
180210 上田　啓之
180218 河原林憲太郎
180224 太田美智子
180233 長井　苑子

180235 中村　貴志
180241 堀田　正汎
180243 宮野　容次
180246 大竹　敏子
180247 亀山　民代
180307 江塚　　宏
180314 北尾　　哲
180315 福間　雅子
180323 高谷　恵三
180326 徳田　三郎
180330 西村　達男
180334 石澤　幸子
180345 山本　俊一
180347 和氣　幸子
180348 渡辺　二朗
180403 黒田　久美
180404 井口　新一
180407 宮本　涛子
180415 河口　達雄
180425 東中　容子
180431 西村　義治
180432 松永　啓子
180434 畑中　義明
180504 大鉢　憲二
180506 柏野　建人
180517 鈴木　敏介
180527 中村　皓一
180532 福本　幸夫
180533 藤田　雅裕
180538 真島　葉子
180546 山根　弘子
180603 井上　大介
180607 太田　雅彦
180619 栃木　陽子
180636 柴田貴代子
180704 伊藤　徳男
180707 森本　幸子
180708 榎本　　茂
180712 宮崎　昌文
180721 佐藤　高士
180730 塚本　能交
180744 安本　俊昭
180745 山田満智子
180748 細川　　優
180805 宇山　英二
180810 松本　聰美
180811 薬師寺喜代美
180828 河原　敬子
180829 津田　陽次
180831 土屋　忠博
180834 浜田　栄一
180845 村井　　優
180849 樋口　和子
180906 田村　美晴
180921 木下　政子
180941 山崎　昌伸
181001 秋田　正子
181011 田原ひろ子
181012 千菊　英子
181013 奥田　善造
181026 小島　由子
181037 冨田　成子
181104 嶋林千津子
181120 丹生めぐみ
181123 西川久美子
181124 中山　良子
181126 竹岡　康男
181128 櫻井　正子
181202 小林ミヨ子
181206 上山　　亨
181207 篠原　榮子
181210 小野　久子
181216 近藤　重信
181225 竹川　公子

181306 森　　好子
181321 小久保雅子
181325 戸田　礼子
181332 藤松　栄治
181335 山口　照子
180413 片山　秀雄
181622 慈光寺靖男

［19期］
190118 広瀬ナナ子
190125 薗田　佳子
190139 宮川　道夫
190202 油　　啓一
190203 新井　雅夫
190230 山田　泰子
190240 西井富美子
190244 吉川　能信
190245 四柳　文和
190321 白石　哲也
190331 木下　由美
190340 廣庭　順子
190419 久保久美子
190421 辰巳　賢二
190443 山際　正明
190502 青木　吉昭
190503 中田　暁子
190537 望月　　修
190608 井上　雅茂
190622 五島　正博
190626 鈴鹿　直道
190628 多田　英司
190713 大岡　　裕
190714 川井　秀一
190721 松藤　幸子
190726 竹崎　陽子
190727 辻村　哲夫
190731 大石美知子
190742 池宮城直美
190744 吉永　清志
190822 高鍬　　博
190832 ハッチャー保子
190836 福山　秀次
190839 高鍬多恵子
190883 服部　順昭
190924 竹端　　章
190935 大嶌　成子
190939 藤川　愼一
190942 眞下　利夫
190943 松本　幹生
191002 大日美紀子
191003 井上　博子
191010 奥村　朗夫
191013 倉貫　順光
191019 竹川　　眞
191020 田中　啓介
191028 人見不二夫
191037 美田村活実
191122 細川寿美枝
191137 木村あけみ
191203 堀澤　幸子
191235 橋本よし枝
191242 西原多寿子
191337 岡山由美子
191341 廣瀬眞知子
191418 田中　立美
191427 山際郁美子
191442 青木　栄子

［20期］
200107 岩田　幸子
200109 小川　雅人
200112 金子久美子
200114 河合　博夫
200122 立岡　良久

200199 小川　雅人
200224 吉崎久美子
200240 端　　修子
200309 山崎すづ江
200315 釜田　愼一
200326 岩月　道代
200327 志賀由紀子
200424 中村　秀利
200507 生島　　陽
200509 谷　　晶子
200520 福島　典子
200521 中村佐登子
200522 櫻井　恒正
200528 辻岡　康夫
200529 寺井　俊夫
200545 渡辺　一平
200602 厚見　法文
200604 伊藤　　勉
200611 今村　眞明
200612 岩室　雪雄
200621 鈴鹿　通治
200622 鈴木　純二
200630 髙島まゆみ
200709 北村多香子
200711 加藤　政好
200720 小川守美子
200721 田郷　　讓
200727 西村　俊次
200737 山崎　賢二
200738 山田　憲司
200740 砂川美知子
200822 松村　和子
200901 池上　　陽
200910 葛西　宗久
200917 佐伯　彰治
200927 小川公美子
200942 山本　光延
201017 斉藤　幸男
201032 服部　　修
201037 宮本　節子
201039 森下　　登
201102 森下　淑子
201107 濱田都美子
201131 並松　庄一
201139 増田　康夫
201142 黒崎　真美
201222 児玉　高子
201224 秋山　道男
201333 林　すみ子

［21期］
210117 川端　良美
210204 伊澤　美鈴
210238 疋田　典子
210307 鵜野ひろ子
210324 田伏　純一
210335 古川　　理
210430 平井　芳美
210433 田伏　正恵
210521 竹村　元一
210602 志田　富枝
210625 竹岡　秀夫
210639 和氣　　孝
210703 石塚　　実
210705 佐藤佳代子
210708 岡崎　　隆
210808 加藤　廣史
210922 廣瀬ちづる
211005 飛田　敏子
211007 加藤　勝代
211026 西村　昭治
211204 寺西やよい
211208 岡村　慶子
211209 北村　裕二

211222 辻　　義博
211226 原田　文洋

［22期］
220120 田口　賢治
220123 谷口　博美
220132 増野　周一
220134 前﨑二三子
220204 恵美　晶二
220217 鈴木　正澄
220225 宗像　衣子
220230 丸本久美子
220232 吉田　聖子
220236 文字　悦子
220311 岩知道昭子
220312 柴田　良明
220323 中瀬　和夫
220329 中西　秀子
220513 門田　　節
220514 野村　芳美
220529 乗松　良徳
220604 井上　義信
220630 上田　裕美
220637 松﨑　宜晃
220712 城戸　宣正
220721 門脇眞理子
220813 廣部　晴美
220821 久保美貴子
220823 野間　幹二
220831 安田　行秀
220834 山中　靖久
220918 二木　美恵
220921 中川　雅子
220935 山田　睦裕
220936 武田裕里江
221032 柴田　由美
221036 森井　康次
221108 奥　　正一
221114 澤田　　進

［23期］
230107 浦邊　惠三
230115 河本　茂樹
230119 佐野　　統
230133 武道　孝子
230137 前田　次世
230238 岩嶋　京子
230305 飯田　良治
230404 河野　恵子
230518 村井　悦子
230523 富田　　滋
230525 吉田　洋子
230609 小林　勝子
230610 小山　　洋
230634 田中　尊子
230825 西田　達治
230837 林　三津子
230907 小川　達雄
230908 畑中美和子
230922 高野　依子
231009 太田　　章

［24期］
240201 青木　文隆
240217 木下　妙子
240326 中谷須美子
240501 豊福　洋子
240502 井上　康行
240526 中小路由見子
240533 髙島　正美
240719 田口　忠司
240729 福中　厚子
240743 小島　智子
240921 辻　　義信

［25期］
250119 高橋　　薫
250310 福岡　正子
250509 大野　智史
250538 前川　　靖
250621 高野　　進
250707 鈴鹿ひとみ
250721 若林万里子
250722 品川　尚志
250731 平野　　修
250815 北尾　真一
250837 南　　　寛
250842 田郷英津子
250928 宝大寺宣子
250929 戸川　明弘
250930 内藤　悦永
250943 渡部　惠子

［26期］
260116 佐藤　　匡
260136 澤　　福子
260218 島村　路子
260231 中野　　実
260242 山村　康夫
260937 三木　康裕

［27期］
270505 宮本　陽子

［28期］
280122 田辺　健司
280423 中村　友紀

［29期］
290106 岡田　憲和
290112 柏木　隆志
290216 仙石　政美
290415 桑田　光雄
290609 柏木　夫美
290611 川合　英之
290737 関　　望美
290917 坂口　暁夫

300542 横井　猛彦
300610 大嶽　玉緒
300831 双見　徳秀
310330 西村　伸一
310502 粟津　浩一
310704 井上　貴子
320731 上萩　京子
330632 藤田　光恵
340104 飯田　昌子
340139 園部　久美
340427 福田　智子
350105 田中麻里子
350207 井上富美子
350216 柿阪　宜孝
350727 高山　康彦
360113 越智　智美
360928 西村　剛造
370707 一井　克之
380137 服部　晶子
380208 山下知佳子
380706 橋本　真希
390529 長谷川万里子
390811 赤坂　暢子
390812 片山朝夕美
400336 福本　真弓
400835 松瀬　雅子
420334 細見恵理子
420425 築山　和雅
421008 奥山　真治
430131 馬場真二郎

［30期以降］

440633 福本　哲子
450416 澤村りえ子
470609 鈴木　穂人
470628 久城佳代子
470808 岡田　　進
480632 松本友一郎
480734 山本　幸子
490525 降矢　恵一
520337 和田　正大
520630 降矢　太一
560421 中川　祥子
620225 中田　　萌
620507 奥村　亜未
640521 羽谷　国也
650620 紺谷　侑子

000001 鴨沂高校三
八会卒業50
周年記念同
窓会

000002 藤井　　直
000003 中田佳代子
000004 高乗　重幸
000005 西田　靖隆
000007 鴨沂高校旧

文芸部有志
000008 土手　裕子
000009 寺西　克実
000010 南　とし子
000011 頼金　栄子
000014 同窓会25期

有志
000015 山根　光子
000016 山本　昌乃
000019 北尾　節子
000020 高安医院
000022 森本恵津子
000023 鴨沂高校第1

回卒業同期会
 北丸　幸子
000026 岩佐　氏昭
000027 谷　　信男
000029 大岡喜美子
000030 桑原　秀夫
000031 12期生同窓

会一同
000032 金子久美子さ

んを偲ぶ会
000034 金子久美子さ

んを偲ぶ会実
行委員会

000035 大倉　弘毅
00036 羽田　　昭
00037 髙木美代子
00038 拝師　暢彦

 以上　1,809名

掲載を希望されない方

 466名

金額 21,692,939円

［同窓生個人以外］

　番　号　　　氏　名 　番　号　　　氏　名 　番　号　　　氏　名 　番　号　　　氏　名 　番　号　　　氏　名 　番　号　　　氏　名 　番　号　　　氏　名



事 務 局 だ よ り

「鴨沂高等学校教育振興基金」について

　平成30年 3 月に、鴨沂高校、PTAおよび鴨沂高校
同窓会の三者で、「鴨沂高等学校教育振興基金事業会」
を設立し、同校の教育環境の充実を図るための「鴨沂
高等学校教育振興基金」を設置しました。この基金に
より、府一高女時代からのスタインウェイピアノの修
復をすることと、吹奏楽部の楽器の補充を行います。

　募金活動は平成30年 3 月から平成31年 3 月まで行い、
総数465名の方から10,529,000円のご寄附をいただきま
した。ご寄附いただきました皆様に、深く感謝申し上
げます。

期 氏　　　　名
22期 安田　行秀（事務局）
23期 小川　達雄
23期 前田　次世（理事長）
24期 藤井　義昭（会　計）
25期 橋本　伸生
25期 南　　　寛（会　計）
26期 天川　明久
29期 岡田　憲和
29期 奥田美智子
30期 横井　猛彦
31期 石井　崇夫
34期 福田　智子（事務局）
34期 大西　伸一
35期 柿阪　宜孝
35期 奥村　秀雄
35期 末川　　協
35期 高山　康彦（事務局）
47期 鈴木　穂人
48期 森木　吉人
54期 提中　　恵
62期 石野　尚志
21期 佐々木佳継（特別顧問）
校長 藤井　　直（顧　問）

期 氏　　　　名
1期 木村　　要
3期 仲谷　　喬
4期 藤野　英雄
5期 小林　哲夫
8期 髙石　秀雄
8期 松下　　勇
10期 西尾　　齊
11期 戸川　隆博（監　事）
12期 髙﨑　　肇
13期 川島　康之
14期 木村　　正
14期 山本　早苗
15期 谷口明日香
16期 佐川　公也
16期 髙井　一弘
17期 山岡　亮平
19期 青木　栄子（副会長）
19期 川井　秀一（会　長）
19期 鈴木　正穂
20期 山崎　賢二（副会長）
21期 辻　　義博
21期 廣瀬ちづる（監　事）
22期 井上　義信

京都府立鴨沂高等学校同窓会 理事等役員名簿
2019（令和元）年 6月 1日現在

京都府立鴨沂高校同窓会　会計報告
京都府立鴨沂高等学校同窓会収支決算（2017. 4. 1～2019. 3. 31 2 ヶ年）

会計
区分 収支

69期（2018. 3. 31締め） 70期（2019. 3. 31締め）
備　考

勘定科目 予算 決算 当初予算 新勘定科目 補正後予算 決算
一般
会計

収　入 前 期 繰 越 金 7,616,950 7,616,950 6,326,950 前 期 繰 越 金 7,252,132 7,252,132
年 会 費 収 入 2,800,000 3,716,000 200,000 年 会 費 収 入 200,000 130,000
入 会 金 収 入 480,000 480,000 480,000 入 会 金 収 入 480,000 478,000
総 会 収 入 650,000 1,068,924 0 総 会 収 入 0 0
名簿その他収入 2,000 0 2,000 名簿その他収入 2,000 0
受 取 利 息 0 0 0 受 取 利 息 0 0
特別から繰入 0 0 0 特別から繰入 0 162,432

合　　計 11,548,950 12,881,874 7,008,950 7,934,132 8,022,564
支　出 総 会 費 1,000,000 1,037,966 0 総 会 費 0 0 ①「会議費」を

委員「交通費」
会場「使用料」に分割。
「使用料」には、「施設使用料
（事務室）」を含む。
②「雑費」を
「事務費」
「備品費」
「慶弔交際費」
「卒業記念品」
「雑費」に分割

会報製作発送費 2,500,000 2,712,377 0 会報製作発送費 0 0
会 議 費 100,000 168,660 100,000 交 通 費 60,000 50,700
施 設 使 用 料 120,000 120,000 120,000 使 用 料 160,000 167,883
通 信 費 100,000 176,569 100,000 通 信 費 100,000 85,086
雑 費 300,000 472,170 200,000 事 務 費 200,000 209,528

─ ─ 備 品 費 0 0
─ ─ 慶 弔 交 際 費 50,000 44,920

卒 業 記 念 品 160,000 163,090
─ ─ 雑 費 10,000 3,408

奨 学 金 432,000 432,000 432,000 奨 学 金 432,000 432,000
支部活動助成金 120,000 0 0 支部活動助成金 120,000 120,000
活 動 維 持 費 550,000 510,000 400,000 活 動 維 持 費 372,000 415,000

予 備 費 0 0
特 別 へ 繰 出 0 0 0 特 別 へ 繰 出 0 0
次 期 繰 越 金 6,326,950 7,252,132 5,656,950 次 期 繰 越 金 6,270,132 6,494,039

合　　計 11,548,950 12,881,874 7,008,950 合　　計 7,934,132 8,022,564
次　期 現　　　　 金 ─ 0 ─ 現　　　　 金 0
繰越金 通 常 貯 金 ─ 253,447 ─ 通 常 貯 金 3,266,240
内　訳 振 替 口 座 ─ 3,998,685 ─ 振 替 口 座 227,799

定 額 貯 金 ─ 3,000,000 ─ 定 額 貯 金 3,000,000
合　　計 6,326,950 7,252,132 5,656,950 合　　計 6,270,132 6,494,039

修復完成間近のスタンウェイピアノ
日本ピアノサービス（株）にて



第 1条（名　称）
本会は、京都府立鴨沂高等学校同窓会と称する。

第 2条（本　部）
本会は、本部を京都市上京区荒神町の鴨沂会館内に置く。

第 3条（目　的）
本会は、会員相互の親睦をはかり、母校の教育への後援を
行い、もって 公共の福祉に寄与することを目的とする。

第 4条（事　業）
本会は、前条の目的を達成するため、次の事業を行う。
（ 1）会員相互の親睦をはかること。
（ 2）母校の教育環境の充実に関すること。
（ 3）生徒の福祉と健康の増進に関すること。
（ 4）その他、本会の目的を達成するために必要なこと。

第 5条（会　員）
本会は、次の会員をもって組織する。
（ 1） 正会員　母校卒業生、および母校に在学している、

または、在籍したことのある者。
（ 2）特別会員　　現、旧職員。

第 6条（総　会）
本会は、 3年ごとに会長の招集により定時総会を開くほか、
必要に応じて臨時総会を開くことができる。

　 2．総会では、事業の経過および計画、会計収支決算および
　　　予算、会則の 改廃ならびに役員人事の報告を行う。
　 3． 総会の議長は、会長または理事会が指名した理事がつとめ

る。
　 4． 総会において議決を行う場合は、出席者の過半数により決

定する。
第 7条（年　度）

本会の事業および会計年度は、 4月 1日から翌年の 3月末
日までとし、監事による会計監査を経て、総会において会
計収支報告を行う。

第 8条（役員および会務）
本会は、次の役員を置く。
（ 1） 会　長　 1 名　理事の決議により正会員の中から選

出する。
会長は、会務を統括し、本会を代表する。

（ 2）副会長　若干名　理事の中から会長が委嘱する。
副会長は会長を補佐し、会長に事故がある時は、こ
れを代行する。

（ 3）理事長　 1名　理事の互選により選出する。
理事長は、会務の執行を推進する。

（ 4） 会　計　 2 名　理事の中から推薦により会長が委嘱
する。
会計は、本会の経理を担当する。

（ 5） 理　事　20名以上40名以内　正会員の中から推薦に
より会長が委嘱する。理事は、理事会を構成し、事
業の推進をはかり、目的の達成に協力する。

（ 6） 監　事　 2 名以上 3 名以内　理事の決議により正会
員の中から選出し、会長が委嘱する。監事は、本会
の会計を監査する。会計監査は、中間と期末に行う。

（ 7）顧　問　 1名　母校の現校長に委嘱する。
第 9条（任　期）

役員の任期は 3年とし、再選を妨げない。ただし、次の役
員が選任されるまでは、その会務にあたる。

第10条（理事会）
本会は、適時に理事会を開催し、次の事項を議決する。
（ 1）事業の経過および計画
（ 2）会計収支決算および予算
（ 3）総会の開催
（ 4）役員の承認
（ 5）会則の改廃
（ 6）その他、必要な事項

　 2． 理事会の議長は、理事長または理事会が指名した理事がつ
とめる。

　 3． 理事会の招集は、会日の 2週間前までに、議事の主旨を示
して会長または理事長により行う。ただし、監事が必要と
認めた時、または理事の二分の一以上の要求がある時は、
その代表ができる。

　 4． 理事会の議決は、監事を除く議決権総数の過半数により決
定する。

　 5． 理事会は、本会の活動情報を広報するとともに会員の意見
集約につとめる。

　 6． 会長または理事長は、会務に関して専門的な問題を処理す
るために、若干名の理事による専門委員会を設置すること
ができる。

第11条（常任理事会）
理事長は、理事の中から若干名の「常任理事」を指名して
常任理事会を招集し、会務に関しての協議および執行にあ
たらせることができる。

第12条（会費等）
本会の運営に必要な費用は、入会金、会費、寄付金および
雑収入をもってこれにあてる。

　 2．入会金は金2,000円とし、入学時に納入する。
　 3． 正会員は、年会費として、金2,000円を納入するものとする。

ただし、在学中は、これを免除する。
第13条（経　費）

本会の役員は、その業務執行につき必要な費用を、活動費
として受け取ることができる。

第14条（資金の管理と運用）
理事長は、本会の資金管理に関しては会員全員の共有資産
であることに鑑み、その残高の確認には、特段の留意をし
なければならない。

　 2． 理事長ならびに会計は、本会の資産運用に関しては元本が
保証された安全かつ有利なものを選択するように留意しな
ければならない。

第15条（議事録）
総会、理事会の議長は、議事の経過の要領と結果を記載し
た議事録を作成し、署名押印して理事全員に開示し、関係
資料と共に本部に保管する。

第16条（細　則）
本会則の施行について必要な事項は、理事会の議決を経て
別に定める。

第17条（支　部）
本会は、理事会の承認により、支部を設置することができ
る。

　 2． 支部は、責任者を定めて、支部会員を掌握しなければなら
ない。

　 3． 支部の維持や運営に対する助成は、理事会の承認を経て行
うことができる。

第18条（変更届）
会員は、住所や姓名などに異動があったときは、そのつど
本会に報告するものとする。

第19条（個人情報）
理事は、会員の情報を「個人情報の保護に関する法律」の
規定に従い、慎重に取り扱わなければならない。

第20条（会則外事項）
この会則に定めのない事項については、他の同窓会慣習や
法令の定めるところによる。

付　　則
　 1．本会則は、昭和25年 5 月21日より施行する。
　 2．昭和33年10月11日　一部改正
　 3．平成 8年11月18日　一部改正
　 4．平成11年11月14日　一部改正
　 5．平成20年10月 8 日　一部改正
　 6．平成23年 9 月16日　一部改正
　 7．平成26年 7 月 5 日　一部改正
　 8．平成29年 1 月28日　一部改正

京都府立鴨沂高等学校同窓会　会則





大 垣 守 可
60 期卒業生

MOR I Y O SH I  O G A K I

京都本店

京都駅ビル  ザ・キューブ店

四条室町  経済センター SUINA 室町 1階

京都駅ビル THE CUBE  地下 1階

営業時間

T  E  L

営業時間

T  E  L

10：00 ～ 23：00

9：00 ～ 21：00

075-746-2211

075-741-7722

2019 年 3 月 OPEN

2019 年 3 月 OPEN

 

同窓会報編集員会一同
青　木　栄　子（19期）

井　上　義　信（22期）

高　山　康　彦（35期）

前　田　次　世（23期）

安　田　行　秀（22期）





京都府立鴨沂高等学校同窓会
第 9回総会開催のご案内

日　時：2019（令和元）年10月12日（土）　15時30分～　受付
会　場：ウェスティン都ホテル京都　鳳凰の間（東館 4 F）
　　　　京都市東山区三条けあげ（電話　075 - 771 - 7111）

　　　15:30～　受付
　　　16:00～　第 1部　総会議事
　　　17:00～　第 2部　講演会
　　　18:30～　第 3部　懇親会　（葵殿）

　　懇親会会費　10,000円
　　　　　　　　　※同封の払込用紙で 9月10日までにお支払い下さい。

※出欠のご回答について
総会は例年 3年ごとの開催ですが、今回は新校舎落成記念として 1年繰り上げて開催します。
なお、準備の都合上、 9月10日必着で同封の専用はがきにて出欠のご回答をお願いします。
（恐縮ですが62円切手を貼って下さい）

第 9回総会記念講演会
「世界の貧困削減を住民との道直しで実現する」

京都大学大学院工学研究科教授
木村　亮（きむら　まこと）氏（30期）

プロフィール
1978年　京都府立鴨沂高等学校卒業
1982年　京都大学工学部　土木工学科卒業
1985年　京都大学大学院　工学研究科土木工学専攻　修士課程修了
京都大学工学部　助手（1985）、助教授（1994）を経て、
同国際融合創造センター教授（2006）、2010年より同工学研究科教授
専門分野：構造物の力学挙動、新工法・新技術開発，国際技術協力
認定NPO法人　道普請人　理事長（2007）


